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Kano Tadao, the Anthropologist under Imperial Japan:




ちょうど「戦後 70 年」が過ぎた現在，今年（2016 年）は鹿野忠雄（以下，鹿野。特別な
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「一九四五 ( 昭和二〇 ) 年夏，戦時下の北ボルネオにて不幸にも消息を絶ち，帰らざる悲劇
の人となった。苛酷な戦争の犠牲となったのであった……学界の損失は大きかったと言わざ
るをえない」［山崎 1988: 354］。鹿野は，戦争時の“MIA”(missing in action) の事例であ













































が鹿野の論文であり，誰かに贈呈した抜き刷りで構成されていた。26 巻と 27 巻に，集中し
て自身の地理学的な論文の抜き刷りがある。したがって，これらの元々の所有者は鹿野であ
ることは間違いない。









という題の 17 ページの冊子（原著者は H. Ling Roth であり，The Natives of Sarawak and 
British North Borneo, vol. II の一部を翻訳したもの）と 20 ページの日本民族学会付属博物




つの箱からは名刺 315 枚が出てきた。名刺に記された名前を見ると，警察官 245 名（74.6％），
一般人 38 名，台湾総督府官吏 10 名，陸軍参謀本部陸地測量部員 4 名，地方庁官吏 4 名，訓
導 3 名，公医 3 名，校長 1 名，台湾日日新報社花蓮港支局長 1 名，朝鮮総督府官吏 1 名など
である。警察官の名刺が多く保管されているのは，鹿野の蕃地出入に関連するものと思われる。


















したのだろう。泉は鹿野に関する資料の整理を準備していたと思われる。1970 年 11 月 15 日，
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時のように，全て一カ所にある方が良いという意見から，伊藤先生は 14 号館 4 階ゼミ室にあっ
た鹿野の持ち物を，その後全て国立民族学博物館へ送ったそうである。
写真 1　駒場 14 号館 304 号「アンデス研究室」に保管された箱から出てきた鹿野忠雄の新
聞スクラップ































のみであり［大林・山田 1966; 小川 1966; 國分 1986; 山崎 1988; 1992］，人類学分野の内容
について，まだきちんとした評価が行われていないのが実情である。最初のものは山崎柄根
が作成した簡単な評伝［山崎 1974］であり，次は台北高等学校の後輩である國分が作成した

























山田 1966: 4］と言う評価に続き，1988 年の『文化人類学群像』の一人として登壇した鹿野
は，日本人類学史における 22 分の 1 という位置を占めたと同時に，台湾研究者 6 人のうち
の 1 人という身分になった。しかし，この十数年の間に日本の学界にいかなる変化があって，











写真 3　駒場 14 号館「アンデス研究室」に保
管されていた鹿野の講演姿が描かれた色紙。





































































































文版の図譜の共著者である瀬川は，“Dr. Kano, the co-author, disappeared in North Borneo 
in July 1945 while engaged in ethnological field-work and has not been heard from since”































































写真 4　『台湾風土』第 49 期に掲載
された鹿野の論文 (1938.9.10. 「紅頭
嶼ヤミ族の粟に關する農耕儀禮」，『民





























native’s point of view が備わっていないと行えないものがエスノサイエンスであり，それは
分類を命としている。分類という作業を，学問の最初の段階の基本であると考えるなら，鹿
野はそれこそ人類学という学問の基本を実践した人である。日本人としてこのような立場を
闡明した人物は柳田国男だが，彼は native’s point of view を逆に適用すると同時に，観念的
な状況のレトリックだけを反復しながら，自民族中心主義に陥ってしまった。日本の帝国主








































































































































































































「鹿野博士は，Yami に関する『活的字典』」［宋 1950.1.24.: 1］であり，ヤミ族の故郷であ
る紅頭嶼は，鹿野人類学の原点である。ここは鳥居龍藏が 1897 年に踏査した後，5 年後に報
告書を発表したことがあり，「1929 年 4 月 12 日，鹿野忠雄が移川子之藏，小此木忠七郎，宮本，
馬淵，そして巡査も一緒に踏査した場所だ。その成果が，鹿野の名前では 1930 年『宗教研




ことがわかる。國分は，鹿野が移川一行と共に 1929 年 4 月 12 日，初めて紅頭嶼を訪問した
と記録した。鹿野が 1927 年に一人で紅頭嶼を訪問していたことや，その結果を紅頭嶼に関
1) 「1947 年 6 月 8 日 金關丈夫，蔡滋理，國分が ( 紅頭嶼を ) 訪問した」［Kokubu, N. 1949.7.: 47］。こ
れと同一の内容が宮本によって次のように記録されている。「昭和二十二年五月に台灣大學地質學の


















践したという事実に注目したい。「昭和 4 年の 4 月，紅頭嶼へ行き，調査をしました……土










































































野 1943.10.5］，「アノボ族の介製稻穗摘具 : 附，東南亞細亞の介製稻穗摘具と石包丁との關聯」
［鹿野 1943.11.25］，「ポリネシアの所謂柄附石斧と其の起源」［鹿野 1944.6.5］，「東南亞細亞
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人口地理学的な分析による「臺灣原住民族の人口密度分布竝に高度分布」［鹿野 1938.8.1; 
1938.9.1］は，論文の形式のみならず，分析方法においても卓越した力量を発揮している。




















ヤミ族と飛魚，附 比律賓バタン諸島の飛魚漁」［鹿野 1944.5.30: 505］などは，当時誰も真
似できなかった卓越した民族誌である。特にフィリピンから帰国した後に発行された論文は，
鹿野学の流れを人類学の主流に位置づけることのできる内容だということは明らかである。


















に関心を持って助けてくれるようになり［Kano and Segawa 1945.4.20: 1］，その結果の一
端が瀬川孝吉と共同名義で出版された英文版の The Illustrated Ethnography of Formosan 
Aborigines で あ る。419 枚 の 写 真 が 収 録 さ れ た こ の 本 は，「Contribution from the 









多の旅舍にて 著者 識」［鹿野 1946.10.15: 4］。すなわち，1944 年 5 月 24 日に初校の段階で


































































1932.1.1: 39］。1930 年 10 月 27 日に発生した台中州の霧社事件について総督府が発表 (1931
年 1 月 6 日 ) した「霧社事件の顚末」の中で，事件発生原因を提示したこと（1. 建築材料運
搬の苦痛竝賃銀支拂遲延に對する不平，2. ビホサツボ竝ビホワリス等の畫策，3. マヘボ社頭
目モーナルダオの反抗心）［匿名 1931.2: 102-105］についての指摘である。鹿野の遺品から
出てきた蕃地出入許可証（1931.7.28 発行）によれば，彼は蕃族調査を目的として，7 月 28
日から 8 月 24 日まで新高／台中州地域に入った。彼の蕃地出入許可証のほとんどが，昆虫
及び動物の標本採集に関連したものであったのに比べ，この場合は蕃族調査が目的であった。
それはつまり，霧社事件に関連があると考えられる。なぜなら，12 回の蕃地出入許可証 2) の内，
2) 鹿野忠雄の蕃地出入許可証一覽（一部）
証明書名称 日次 目的 期間 地域 備考
蕃地出入許可證（73 号） 1925.5.9 昆蟲採集 5.9-5.30 ウライ一圓
蕃地出入許可證（157 号）1925.6.11 昆蟲採集 6.11-16 竹東郡役所
蕃地出入許可證（52 号） 1927.2.6 植物採集 2.6.-7 ウライ 外 1 名 *
蕃地出入鑑札 (8 号 ) 1927.3.17 昆蟲採集 3.17-20 マカシヤ監視區
（高雄州）
蕃地出入鑑札 (77 号 ) 1927.3.20 昆蟲採集蕃地見學 3.20-31 アマワン - リキリキ
（高雄州）
蕃地出入許可證 (1288 号 ) 1927.4.11 昆蟲採集蕃地見學 4.11-15 初音 - 花蓮港廳
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たぬ處であらう」［鹿野 1940.11.1: 26］。 
枢密院と外務省の反対にもかかわらず，帝国日本は戦略的に大東亜省を設立した (1941 年




証明書名称 日次 目的 期間 地域 備考
入蕃假許可證 1927.5.7 昆蟲採集蕃地見學 5.7.-9 臺中州警務課
入蕃許可證 1927.5.16 見學及昆蟲採集 5.17-30 阿里山／
臺南州嘉義郡役所
蕃地出入許可證 (313 号 ) 1927.9.24 昆蟲採集 9.24-12.30 警務課
蕃地出入許可證 1928.8.29 動植物採集 8.29-9.25 臺中州 マレツパ
蕃地出入許可證 1931.7.28 蕃族調査 7.28-8.24 新高／臺中州
蕃地出入許可証 1933.9.8 動物硏究 9.9-9.23 臺北州 外 1 名 **
*　 瀨川孝吉 ( 生き物趣味の會の幹事，鹿野忠雄 1929.11.30b 参照 ) である可能性が高い。
** 田中薫 (36，神戸商大 ) 経済地理教授と一緒に台湾の南湖大山で氷蝕地形を発見した。この時二人
は 9月 13日から 4日間の登山を行っている。田中がその内容を日本地理学会で発表し，このことが『大
阪毎日新聞』（18135 号，1933.10.24.) に掲載された。
3) “To take another subject of paramount importance, namely, land tenure in a primitive 
community. The apportioning of territory must be one of the first tasks of an administrator, and 
in doing this he has first of all to lay down the broad lines of his policy and then see that they are 































































表れたことをよく見る必要がある。1942 年 7 月，マニラに到着した鹿野は，ある種の手続き
を踏んで，サント・トマス収容所に収監されていたオトリー・ベイヤー教授（米国籍のフィ
リピン大学人類学教授）を釈放させた。その過程は，容易ではなかったことが推察される。
ベイヤー教授が釈放された日を正確に知ることはできないが，鹿野の誕生日である 10 月 24
日に一緒に記念写真を撮っていることからある程度説明できる（次頁写真 7）。








写真 7　鹿野忠雄の誕生日記念写真。1942 年 10 月 24 日 “Manila, New Philippines”に






4) “Dr. TADAO KANO’s BIRTHDAY CELEBRATION Manila, New Philippines, October 24, 1942”
と写真の中に文字が書かれている。鹿野の誕生記念に撮った写真である。“New Philippines”とは，
日本軍の占領後に生じた名称であり，その写真に登場する人々についても記録されている。“Front 
row: Dr. H. Roxas, Lt. Fukada, Dr. T. Kano, Dir. Argeulles, Dir. Abadilla, & Prof. Beyer / Back 
row: Dr. C. Manuel, Mr. G.S. Maceda, Dr. J. Marañon, Dr. E. Quisumbing, Mr. R. Galang & Mr. 
A. Reyles”。A. S. Arguelles は，日本軍がフィリピンに侵攻する前に The Philippine Journal of 
Science の編集長をしていた人物である。Canuto G. Manuel は鳥類学者である。Joaquin Mejorada 
Marañon（1891-?）は生化学者で，camphor の木（樟脳）の葉の窒素研究で有名である。1923 年，
University of Michigan で博士学位を取った。彼の博士論文は A Biochemical Study of Resistance 
to Mildew in Oenothera である。Hilario A. Roxas（1896-?）は魚類学者である。彼の著書には，
1937 A Check List of Philippines Fishes. Manila: Bureau of Printing がある。Quirico. A. Abadilla
は地質学者であり，鉱山局長（Bureau of Mines）を歴任した。彼の論文には，1931. 7 “Geological 
reconnaissance of Northwestern Capiz province, Penay, Philippine Islands”, The Philippine 
Journal of Science 45(3): 393-414がある。Eduardo Quisumbing（1895-1986）は植物学専攻者であり，
The Philippine Journal of Science の副編集長をしていた。1923 年シカゴ大学で植物学博士学位を
取り，後日 National Museum の館長を歴任した (1961 年退任 )。彼の著書としては，1234 ページの
1951 Medical Plants of the Philippines. Manila: Bureau of Printing がある。
5) 「抑も私は南方土俗學に沒頭する老書生である」［三吉 1942.8.20: 305］。「比律賓大學のベイヤー博士
に招かれて晩餐の饗應を受けた」［三吉 1942. 8.20: 103］。三吉朋十（1882 年 2 月 10 日〜 1982 年 2
135


















論文の抜き刷り（Henry O. Beyer 所蔵）。
写真 9　Natividad Noriega-Ocampo のための憲






































所の英文名称が，Philippines Research Institute for Oriental 
Prehistory であることがわかる（Henry O. Beyer 所蔵）。
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連したものであったと考えられる。したがっ
て，その間に研究所が設立され，それから 2





イヤー教授の孫，Henry O. Beyer による。





イヤーは 1944 年 9 月，サント・トマス（Santo Tomas）収容所に再収監され」［Ravenholt 
1964.5: 388］，その期間は「1944 年 9 月 24 日から（米国が進駐した日である）1945 年 2 月












7) ヘンリーの英語名は Henry O. Beyer であり，1942 年生まれで，ベイヤー教授の孫にあたる。O は
Otley の略字であり，略さずに書けばベイヤー博士の名前と同じになる。両者の違いを表すためにベ













た具合である。1943 年 11 月 5 日，東京で大東亜戦争完遂と大東亜建設の方針に関して，隔












































































い，ボークレーさんに聞いたことを『月刊太陽』( 第四号，一九六三年，平凡社 ) に書
いたのです。
［安溪・平川編 2006.3.16: 244-245; 國分・三木 1963.9.12a］
國分の証言に登場するサラワク博物館のキュレイターの名前は，トム・ハリソン（Tom 
Harrisson）ではなく，エドワード・バンクスに変更しなくてはならない 8)。鹿野がサラワク
8) 「日本軍が 1941 年 12 月 24 日にクチンを陥落させ，3 年 8 カ月間支配した。クチンから東南に 3 マ
イルの地点に Batu Lintang 収容所を設置した」［Ooi 1998: 6］。そして，「（1941 年）12 月 24 日，




土方が疾病により大阪の病院に送られた後，後任は一時期空席であったが，1944 年 5 月に鹿野が赴
任した。彼がサラワク博物館のキュレイターであったバンクスに会ったと考えるのは，無理ではない。
一方，「連合軍のサラワク地域への爆撃は，1944 年 11 月から始まった」［Ooi 1998: 279］。「米軍飛
行機がボルネオに 1945 年 1 月 12 日に墜落し，操縦士である Smith 中尉を救出する作戦」［Harrisson 
1947.7.2: 117］があり，「1945 年 2 月に下達された作戦名は‘Z’ Special であった」［Heimann 




が北ボルネオに到着したのは，1945 年 3 月下旬だと言える。ハリソンは，「バンクスに会った時，衰
弱していた」［Harrisson 1959: 184］と記述している。「ハリソンが，中北部のサラワクからダッチ
ボルネオに繋がるカラビ族が居住する山岳地帯を初めて訪問したのは，1945 年 3 月で，1946 年 7 月
までそこに滞留した」［Harrisson 1950: 201］。さらに，ハリソンに「Curator of the Museum and 
Government Ethnologist」［Harrisson 1947.8.1: 145］という肩書が付与された出版物が登場する最
初の時期は，1947 年 8 月である。以上の記録を検討した結果，私は次のような結論を下した。鹿野
がサラワク博物館に到着したのは 1944 年 5 月であり，トム・ハリソンが特殊部隊の指揮官として北
141






























9) 「北（蘭領）ボルネオ占領後の昭和 17 年 4 月ボルネオ守備軍が編成され，クチン（のちゼッセルトンへ）
に司令部を置き，司令部内に軍政部本部を設け……昭和 17 年 7 月南方軍軍政総監部が編成された時，
各占領地に軍政監部を置いたが，北ボルネオには特に軍政監部を置かず，従来の軍政部のままで軍政
を継続した。17 年 9 月末に作成されたボルネオ守備軍司令部編制によると，軍政部には総務部（軍
高級参謀の兼任），警務部（憲兵）のほか，交通・産業・財政・調査各部，外局として海事局・通信
局を置いた。19 年 9 月戦局の緊迫化により，ボルネオ守備軍は第 37 軍に改編され，軍政組織は軍隊








ネオに関する紹介目的のために，C. ホーゼ（Hose, Charles）と W. マクドーガル（McDougall, 
William）による『ボルネオ原住民の研究』が翻訳出版された。また，H. ベルナツィーク（Hugo 






























代表的な研究者名簿に N. Utsurikawa, Erin Asai, Tadao Kano を挙げ， Samasama Island
（Kasho-do）の研究者としては Tadao Kano， Botel Tobago（Koto-sho）の研究者としては



























野義太郞（編），503-573 ページ，東京 : 河出書房）を指す。
144
全：鹿野忠雄の学問の展開過程から学ぶ「移動」と帝国日本
る［Beauclair 1972: 172］。彼女はまた，ボテル・トバゴ（Botel Tobago 紅頭嶼）の 6 つの
村，すなわち西側の海岸の 3 つ (Imurud, Iratai, Yayu)，北側の海岸の Iraralai，東側の海岸












ほど，ヤミの心に強烈な印象を残している人は少なかろう。1927 年から 37 年にかけて渡島


































































なる姿で続いていたのだろうか？　1920 年代，マリノフスキーによって提起された native’s 
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最後の蛇足として，戦後 70 年に臨み，筆者は一つの希望を提案したいと思う。「1953 年，
Manila の Far Eastern Prehistoric Congress に鹿野が参加してくれることを，切に願うだ








Henry O. Beyer 氏，Cynthia Neri  Zayas 教授（University of the Philippines, Diliman），
Analyn V. Salavador-Amores 教授（University of the Philippines, Baguio），金廣植氏 ( 東
京学芸大学博士 ), 曾詩穎氏 ( 國立臺灣大學中央圖書館 ), 臺灣中央硏究院民族學硏究所，国立
民族学博物館図書室，日本語翻訳を担当した金良淑氏にも。
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